
会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入。合計は合致しない場合があります）

会　計　名 ２5 年度当初 ２4 年度当初 増減率

一 般 会 計 201億7,000万円 202億3,000万円 △ 0.3 %

特
別
会
計

国民健康保険事業（事業勘定） 44億2,504万円 44億5,648万円 △ 0.7 %

後期高齢者医療 4億5,184万円 4億4,246万円 2.1 %

介護保険（介護サービス事業勘定） 2億1,150万円 1億9,663万円 7.6 %

介護保険（保険事業勘定） 32億1,424万円 31億6,379万円 1.6 %

簡易水道事業 7億9,130万円 7億8,530万円 0.8 %

下水道事業 24億9,310万円 23億8,820万円 4.4 %

国民健康保険事業（診療施設勘定） 2億6,734万円 3億891万円 △ 13.5 %

下呂財産区 330万円 324万円 1.8 %

小　　計 118億5,766万円 117億4,501万円 1.0 %

公
営
企
業
会
計

水道事業 4億657万円 3億2,945万円 23.4 %

下呂温泉合掌村事業 3億5,675万円 2億8,847万円 23.7 %

金山病院事業 14億9,034万円 29億5,200万円 △ 49.5 %

小　　計 22億5,365万円 35億6,991万円 △ 36.9 %

合　　計 342億8,131万円 355億4,492万円 △ 3.6 %

将
来
を
見
据
え
た

　
　「
気
配
り
予
算
」

平成25年度下呂市  予算は342億円

　

平
成
25
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
２
０
１
億
７
千
万

円
で
、
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

３
４
２
億
８
１
３
１
万
円
で
す
。

　

下
原
小
学
校
な
ど
４
小
学
校
の
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事

（
約
14
億
５
千
万
円
）
が
前
年
度
に

前
倒
し
実
施
で
き
た
こ
と
な
ど
で
一

般
会
計
は
前
年
度
比
６
千
万
円
、０
・

３
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
予
算
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
下
呂
市
第
一
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
揚
げ
た

①
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
②
地
域
の

元
気
が
伸
び
行
く
社
会
を
め
ざ
し

た
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
③
市

民
と
行
政
が
と
も
に
手
を
携
え
連

携
す
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
信
頼

で
さ
れ
る
市
政
運
営
」
の
大
き
な

３
本
柱
を
基
本
と
し
、「
選
択
と
集

中
」を
図
り
つ
つ「
元
気
な
下
呂
市
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込

み
に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
地

方
交
付
税
の
段
階
的
な
減
少
も
始

ま
り
、
下
呂
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
自
治
体

運
営
の
原
則
に
よ
り
き
め
細
か
な

市
制
運
営
を
行
い
ま
す
。
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平
成
25
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
26
年
３
月
に
合
併
10
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今

後
の
財
政
の
厳
し
さ
を
見
据
え

つ
つ
、
き
め
細
か
な
予
算
編
成

に
努
め
た
『
気
配
り
予
算
』
と

し
、
予
算
規
模
は
前
年
度
当
初

並
み
と
堅
実
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
市
立
老

人
ホ
ー
ム
や
、
今
秋
に
完
成
予

定
の
竹
原
地
区
保
育
園
の
整
備
、

３
年
目
を
迎
え
る
緊
急
経
済
対

策
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
外
来
診
療

費
の
無
料
化
や
南
消
防
署
庁
舎

の
耐
震
化
、
お
よ
び
高
規
格
救

急
車
の
更
新
、
橋
の
耐
震
補
強
、

道
路
の
改
良
整
備
な
ど
の
事
業

の
ほ
か
に
、
下
呂
温
泉
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
の
招
へ
い
に
伴

う
補
助
、
個
別
支
援
が
必
要
な

園
児
の
た
め
の
加
配
保
育
士
の

増
員
、
地
域
力
強
化
（
ま
ち
づ

く
り
）
に
つ
な
が
る
事
業
の
支

援
な
ど
必
要
に
応
じ
た
事
業
の

拡
充
を
行
っ
た
予
算
配
分
と
し

て
い
ま
す
。



平成25年度下呂市  予算は342億円
　

平
成
25
年
度
は
下
呂
市
が
誕
生

し
て
10
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
年
と
な
り
ま
す
。
記
念
式
典
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
開
催
が
決
定

し
て
お
り
、
26
年
１
月
か
ら
９
月

ま
で
の
期
間
を
市
制
施
行
10
周
年

記
念
期
間
と
し
て
、
下
呂
市
の
一

体
感
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、地
域
を
愛
し
、

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
で
き
る
よ

う
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
司
令
塔
と
な
る
べ
く

庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て
も
組
織

の
見
直
し
と
並
行
し
て
進
め
、
各

地
域
の
振
興
事
務
所
は
「
地
域
づ

く
り
の
拠
点
」
と
し
て
目
指
す
役

割
を
変
え
、
市
民
と
と
も
に
地
域

づ
く
り
を
担
っ
て
い
け
る
役
割
を

強
化
し
ま
す
。

◆
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

防
災
に
つ
い
て
は
防
災
士
育
成

事
業
補
助
や
防
災
資
機
材
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
な
が
ら
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
例
年
９
月
に
行
う
防
災

訓
練
を
「
県
の
総
合
防
災
訓
練
」

と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
、
災
害

時
に
お
け
る
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
「
下
呂
市
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
医
療

機
関
・
市
民
・
行
政
が
連
携
し
て

地
域
医
療
を
守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
、
市
民
へ
の
啓
発
や
医
師
招

へ
い
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
福
祉
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
療

育
手
帳
所
持
者
の
う
ち
県

助
成
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
手
帳
所
持
者
へ
の
医

療
費
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

　

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
、「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」に
つ
い
て
は
、市
民
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
か
つ
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
候
補
地

の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
が
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と

し
て
引
き
続
き
妊
婦
検
診
や
特
定

不
妊
治
療
の
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
市
長
公
約
で
も
あ
り
ま
し
た

中
学
生
の
外
来
診
療
に
か
か
る
医

療
費
も
新
た
に
助
成
対
象
に
し
ま

す
。

◆
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

道
路
整
備
で
は
、
濃
飛
横
断
自

動
車
道
の
整
備
促
進
、
国
道
41
号

の
危
険
箇
所
で
あ
る
金
山
町
下
原

地
内
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
や
雨
量
規

制
解
除
に
向
け
た
整
備
な
ど
、
主

要
地
方
道
や
県
道
あ
わ
せ
て
17
路

線
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望
す
る

ほ
か
、橋
の
耐
震
化
も
進
め
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
と
し
て
、
少
ケ
野

雇
用
促
進
住
宅
な
ど
を
市
で
買
い

取
り
市
営
住
宅
と
し
て
管
理
し
ま

す
。

　

観
光
振
興
と
し
て
は
、
温
泉
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
固
有
の
観
光

資
源
を
戦
略
的
に
連
携
さ
せ
、
長

期
滞
在
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
効
果
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
連
と
し
ま
し
て
、
25
年

度
内
に
小
中
学
校
の
耐
震
化
が

１
０
０
％
と
な
り
、
安
心
安
全
な

環
境
で
の
教
育
現
場
が
整
い
ま

す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

　
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
」

を
基
本
と
し
て
、
行
政
と
住
民
が

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
の

意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
反
映
し
た
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地
域

自
治
区
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま

す
。
今
後
、
財
政
規
模
が
縮
小
し

職
員
削
減
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中

「
地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
自

治
体
運
営
」
の
形
成
を
目
指
し
て

新
た
に
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

下
呂
市
誕
生
10
周
年

地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
下
呂
市
の
自
治
体
運
営
を
目
指
し
て

平成 25年度下呂市予算
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